
第 9章  環境の保全のための措置

事業の実施に伴い講ず る環境保全措置、調査及び予沢1の 結果に基づき講ずる環境保全

措置は以下のとお りである。

1,大 気質

(1)施工時

○切土・盛土工事等に伴 う環境保全措置
。粉 じん飛散防止のため、散水車を用意 し、適宜散水を実施する。

・ 日曜、祝 日は、原則 として工事を行わない。

O資材等運搬車両の走行に伴 う環境保全措置

・工事関係車両が場外に出る際は、タイヤ等についている土をよく落 としてか ら

出る。

・林道大福 山線の未舗装区間は適宜散水を行い、粉 じんの飛散を抑制する。

・資材等運搬車両の走行に当たっては市原市道85号線及び君津市道沿道の集落内

を走行す る際には特に低速度走行を行い、空ぶか し等をしないよう運転者に対

し指導を徹底す る。

・ 日曜、祝 日は、原則 として資材の搬入 を行わない。

(2)供 用時

○埋立作業等に伴 う環境保全措置

・埋め立てる際に粉 じんが発生 しやすい廃棄物は散水 しなが ら行 う。
。天気予報で強風注意報・警報が発令 された 日や作業当 日に粉 じんの飛散を目視

確認 した場合は散水 を行 う。

・即 日覆土を行 う。 (p.218オ・埋立工法 参照 )

。日曜、祝 日は、原則 として埋立作業を行わない。

O廃棄物搬入車両の走行に伴 う環境保全措置
。停車、待機時におけるアイ ドリングス トップを徹底す る。

・林道大福 山線の未舗装区間は適宜散水を行い、粉 じんの飛散を抑制する。

・廃棄物搬入車両の出入 口は清掃 を行い、粉 じんが飛散するような場合には散水

を行 う。

・洗車場で廃棄物搬入車両のタイヤを洗浄す る。また、荷台等は必要に応 じ埋立

地内で洗浄を行 う。

・廃棄物搬入車両は、シー ト掛けの実施や密閉型車両使用の推進を図る。

・ 日曜、祝 日は、廃棄物の搬入を行わない。

2 水 質

(1)施工時

・造成工事は防災調整池を建設 した後に行 うもの とし、濁水の直接の流出を防止

する。
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・覆土置場の工事に際 しては、雨水排水暗渠を設置 し、流末に仮設沈砂池を設け、

そこに一旦貯留 した後、排水す る。

・防災調整池の堆砂部は必要に応 じて排砂を行い、防災調整池内の堆砂容量の確

保に努める。

・裸地のままの期間が短 くなる工事計画 とし、早期の緑化を行 う。

n濁水が表面流出するような降雨時には切土 。盛土工事を行わない∪

・盛土法面には必要に応 じてシー ト覆いを行い、土砂の流出を防止す る。

・防災調整池及び貯留構造物のコンク リー ト打設工事においては、施工区域から

の流出水について定期的に水素イオン濃度の監視を行 う。

(2)供用時

。増設する浸出水処理施設の処理能力は、既存の処理施設の稼働状況を基に余裕

を持つた施設 とする。

・貯留構造物背面、埋立地法面小段都、埋立地底面の排水機能 を強化す ることに

より埋立層内に浸出水が滞留す ることを防止 し、埋立層内の準好気性環境を維

持する。

・浸出水処理施設を設置 し、「千葉県廃棄物処理施設の設置及び維持管理に関する

指導要綱」及び「君津市小櫃川流域に係 る水道水源の水質の保全に関す る条例」

に基づ く排水基準値以下に浸出水を処理するとともに、1公共用水域にお tす る水

質の汚濁に係 る環境基準」を遵守するように排水濃度を設定す る。

・農業用水の利用がある地点では、「千葉県が示す水稲の生育に対する水質汚濁の

目安」を守ることを基本 とし、水稲の生育等に対する影響が生 じないよう、濯

漑期は放流量を減量調整する。

・浸出水処理施設は、 日常の維持管理を適切に行 う。

・浸出水、放流水の水質を定期的な調査により監視する。

・埋立地外周に側溝を設置 し、埋立地内に周辺の雨水が流入 しないようにする。

3 水底の底質

(1)供用時

・増設 ナる浸出水処理施設の処理能力は、F兄 存の処理施設の稼働状況を基に余裕

を持った施設 とする。

・貯留構造物背面、埋立地法面小段部、埋立地底面の排水機能 を強化す ることに

より埋立層内に浸出水が滞留す ることを防止 し、埋立層内の準好気性環境を維

持す る。

・浸出水処理施設を設置 し、「千葉県廃棄物処理施設の設置及び維持管理に関する

指導要綱」及び「君津市小櫃川流域に係 る水道水源の水質の保全に関す る条例 J

に基づ く排水基準値以下に浸出水を処理するとともに、「公共用水域における水

質の汚濁に係 る環境基準Jを 遵守するように排水濃度を設定す る。
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・農業用水の利用がある地点では、「千葉県が示す水稲の生育に対する水質汚濁の

目安Jを守ることを基本 とし、水稲の生育等に対す る影響が生 じないよう、灌

漑期は放流量を減量調整す る。

・浸出水処理施設は、 日常の維持管理を適切に行 う。

・浸出水、放流水の水質を定期的な調査により監視する。
。埋立地外周に側溝 を設置 し、埋立地内に周辺の雨水が流入 しないようにする。

4.水文環境

(1)施工時及び供用時

ア 計画段階で配慮 した環境保全措置

・埋立地内の排水機能を強化 し、保有水の場内での滞留を防ぎ、水位上昇が生 じ

ないよ うにする。

・埋立地底部には 8層 、法面部には 7層 の遮水工を敷設 し、土堰堤の内側法面、

底面 ともに二重の遮水シー トを敷設 し、浸出水による地下水の汚染を防止する。

・埋立地底部及び法面部に漏水検知システムを整備 し、遮水シー トの破損等を速

やかに把握する。

・遮水 シー ト下部に自己修復 シー トを敷設 し、漏水箇所 を高分子ポ リマーにより

修復 させる。

・埋立初期及び法面部に近い ところでの埋立作業は、遮水シー トを破損 しないよ

うに慎重に行 う。

・事業実施区域内では、涵養能力に関係する森林の伐採が伴 うため、造成森林、

造成緑地などにおける保水性 の良好な樹種の植栽、適正な樹林の管理等を施す

等の対策を図る。

イ.調査及び予測の結果に基づき講ずる環境保全措置

現地調査及び影響予測の結果、周辺井戸における地下水位及び地下水水質に対す

る影響はないと予測 されたが、最寄 りの水道水源 に対す る安全性 を確認す るため監

視す る。検討結果は表 9-4,1に示す とお りである。

表 9-4.1 水文環境に係 る環境保全措置の検討結果
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5 騒 音

(1)施工時

ア 計画段階で配慮 した環境保全措置

O建設機械の稼′
f壼)lに 伴 う環 l党保全措置

・建設機械の使用に当たつては点検・整備 を十分に行 う。

,建設機械の運転は
「

寧に行い、空ぶかし等は行わない。

・特定の 日時に建設機械が集 中 しない稼イリJ計画 とする∪

・建設機械は、低騒音型機械 を使用する。

O資材等渾 l般車両の走行に伴 う環境保全措置

。特定の 日時に工事用資材の搬入が集中しない資材搬入計画 とす る。

。資材等運 lんR車両の走行に当たつては市原市道85号線及び君津市道沿道の集落内を

走行する際には特に低速度走行を行い、空ぶか し等をしないよ う運転者に対 し指

導を徹底する。

・君津市の福野地区及び市原市の石塚地区は、資材等運搬車両の走行は一方通行 と

し、車両の走行の安全性 を確保するとともに沿道集落への騒音の影響の低減を図

る。

・ 日日程、 祝 日は 、原 則 と して 工 事 を行 わ な い。

・ 日躍  獅 日ι士 願 目||ル |ン て 答材 の柵 入 力行 わ /(｀ い ^

イ 調査及び予測の結果に基づき講ずる環境保全措置

影響予沢1の 結果、資材等運搬車両の走行に伴い市原市道 85号線及び君津市道冶道

の集落において整合を図るべき基準を上回る騒音 レベルが予測されたため、環境保

全措置の検討を行つた。その結果は表 9-5.1に 示すとお りである。

表 9-5,1 施工時おける騒音に係 る環境保全措置の検討結果

注)防音ガラスの透過損失は、「板ガラスの遮音性能～開口部の遮音設計のための資料～J(板 硝子協会)を 参照。

(2)供 用時

○埋立機械の稼働に伴 う環境保全措置

。埋立機械はできる限 り超低騒音型の機種を使用す る。

・埋立機械等の空ぶか し等を行わないよう作業員に指導を徹底す る。
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・早朝、夜間は、原則 として埋立作業を行わない。

・ 日曜、祝 日は、原則 として埋立作業を行わない。

○廃棄物搬入車両の走行に伴 う環境保全措置

・埋立工程管理を検討 し、搬入車両が集 中 しないよ うに配慮する。

・廃棄物搬入業者 には、場外計量施設 (坂畑地区)に 来場す る時間を開場す る午

前 8時以降 とす るよう指導を徹底す る。

・国道での走行は、複数での車両で連 なっての走行は しない。

・道路の段差部は最徐行 し、静かに走行す る。特に空車で帰 るときは十分に気 を

つける。

・廃棄物搬入車両の走行に当たつては菅野集落及び福野集落内を走行する際には

特に低速度走行を行い、空ぶか し等 を しないよう運転者に対 し指導を徹底す る。
。日H誕 、祝 日は、廃棄物の搬入を行わない。

6 振 動

(¬ )施工時

・特定の 日時に工事用資材の搬入が集 中 しない資材搬入計画 とす る。

・資材等運搬車両の走行に当たっては市原市道85号線及び君津市道沿道の集落内

を走行す る際には特に低速度走行 を行い、空ぶか し等を しないよ う運転者 に対

し指導 を徹底する。

・君津市の福野地区及び市原市の石塚地区は、資材等運搬車両の走行は一方通行

とし、車両の走行の安全性 を確保す るとともに沿道集落への振動の影響の低減

を図る。

・ 日曜、祝 日は、原則 として資材の搬入を行わない。

(2)供用時

・埋立工程管理を検討 し、搬入車両が集 中 しないよ うに配慮する。

・廃棄物搬入業者には、場外計量施設 (坂 畑地区)に来場す る時間を開場す る午

前 8時以降 とす るよう指導を徹底す る。

・国道での走行は、複数での車両で連 なっての走行は しない。

・道路の段差部は最徐行 し、静かに走行す る。特に空車で帰 るときは段差部を通

過す る際に荷台が跳ね上がるので十分に気をつける。

・廃棄物搬入車両の走行に当たつては菅野集落及び福野集落内を走行する際には

特に低速度走行 を行い、空ぶか し等 を しないよう運転者に対 し指導を徹底す る。

・ 日曜、祝 日は、廃棄物の|ん々 入を行わない。

7 悪 臭

(1)供用時

・埋立施設は有機物等の分解が促進 され る準好気性埋立構造を採用する。
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。貯留構造物背面、埋立地法面小段部、埋立地底面のオプF水機能を強化す ることに

より埋立層内に浸出水が滞留す ることを防止 し、埋立層内の準好気性環境 を向

上させる。

・埋立層内で発生 力るガスや悪臭物質は、ガス抜 き管により、速やかに大気中に

放出する。

,ガ ス抜き管の位置は周辺道路か らできる限 り離 して配置す る。

・臭気濃度、発生ガス濃度を調査 し、監視す る。

・廃石膏ボー ドを埋め立てる場合は敷地境界か ら出来るだけ離 して埋め立てる

。廃石膏ボー ドと有機物 (下水汚泥等)が 混合することによる硫化水素の発生を

防止するため、廃石膏ボー ドは埋立場所を区分 して
'里

立を行 う (p.8729(3)

環境保全措置 ア 参照 )

。即 日覆土を行 う。 (p.218オ .埋立工法 参照 )

・洗車施設は常に清掃、洗浄 し、清潔に保つ。

・廃棄物搬入車両は、排出現場を出る前に積載物の落下飛散・流水滴下がないよ

う必ず確認す るとともに、シー トが しつか り掛かっているか確認す る。

・洗車場で廃棄物搬入車両のタイヤを洗浄す る。また、荷台等は必要に応 じ埋立

地内で洗浄を行 う。

。日曜、祝 日は、原則 として埋立作業を行わない。

・ 日曜、祝 日は、廃棄物の搬入を行わない。

・ガス抜き管か ら漏出する硫化水素濃度を携帯型測定器により慮期的に監視する

・高濃度 (300ppm)カミ検出された場合は換気装置等により換気を行って濃度 を低

下させる。

8 地形及び地質等

(1)施工時

・残置森林はできるだけ広い面積 を確保することにより、地形、土壌の改変区域

を低減する。

・増設埋立用地は既存の覆土置場や造成森林等 、一旦改変 しンた区域をできるだけ

利用することにより、 自然県境の改変区域の低減を図るc

・埋立地は現況地形の形状を考慮 して計画 ″る。

・埋立地内の盛土法面については、1:1.5の 勾配を採用す るとともに、地震時の

法面の安定を考慮 し、ジオテキスタイルによる補強盛土とする。

・埋立地内の切土法面については、安全を考慮 して盛土法面 と同様、原則 として

1■ .5の 勾配を採用する。

・覆土置場の盛土法面勾配は 30度以下 (1:1.8)と する。

・長大法面については法面安定計算を行いその安全性を確認する。
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第 10章  監視計画

10-1 事後調査を行 うこととした理由

1.施工時

施工時における監視対象項 目は、水質、水文環境、騒音、土壌、植物、動物、陸

水生物及び生態系 とす る。その理 由は、表 10-1.1に示す とお りである。

なお、植物及び動物については、植物、動物 の分布状況に不確実性が伴 うこと

か ら、工事着工前 に も調査 を行 う。

表 10-1.1 施工時における事後調査の項 目及び実施す る理由

項  目
事後 調 査 を行 うこと と した理 由

環境要素の区分 活動要素の区分

水  質 切土又 は盛 土

予測 の条件は代表的なケースを想 定 しているが、降雨状

況、施工状況、地質状況等により、濁水発生濃度、濁水の流

出量、水素イオン濃度等が変化す るため、予沢1結果に不確実

性がある。

水文環境 切 土又 は盛 土
土地の改変による地 下水位 の変化 の予測は定性的に行 つ

てお り、予測結果に不確実性がある。

騒  音
切 土又は盛 土等

資材又は機械 の運搬

切 土盛土工事等 の予測の条件は代表的なケー スを想 定 し

ているが、施工区域、施 工機械の稼働状況等に不確実性 があ

り、その結果 として予測結果にも不確実性が残 る。

また、資材等運搬車両の走行に伴 う騒音 レベルの予測結果
が整合 を図るべき基準を超 えている地点があ り、その状況を

把握す る。また、これ らの地点について環境保全措置を講ず

ることに してお り、その実施状況等を把握す る。

土  壌 切 土又 は盛 土
砒素の流出濃度の予瀕1は 定性的に行 つてお り、予測結果に

不確実性がある。

植  物
樹林の伐採

切土又は盛 土

予測は定性的に行 つてお り、予測結果に不確実性がある。

環境保全措置 として行 った移植 の成否に不確実性がある。

動  物
樹林の伐採

切土又は盛土
予測は定性的に行 ってお り、予測結果に不確実性がある。

陸水生物
樹林の伐採

切土又は盛土
予測は定性的に行 つてお り、予測結果に不確実性がある。

生態系
樹林の伐採

切土又は盛 土
予測は定性的に行 つてお り、予測結果に不確実性がある。
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2 供用時

供用時における監視対象項 目は、水質、水文環境、悪臭、土壌、植物、動物、陸

水生物、生態系、景観及び温室効果ガスとす る。その理由は、表 10-1,2に示す と

お りである。

表 10-1.2 供用時にお ける事後調査 の項 目及び実施す る理 由

目

活要力要素の区分
事後調査を行 うこととした理 由

水  質 排水 (放流水 )

予沢I条件 としたバ ンクグラウン ド濃度、流量等に不確実性

があるため、その結果 として予測結果に も不確 実性が残 る。

水文環境 切上又 は盛 上
地下水利用地点における地下水水質の変化の状況の予測

は定性的に行 つてお り、予測結果に不確実性 がある。

悪  臭 悪臭の発生
予測条件 とした廃棄物埋立量、気象条件等に不確実性があ

るため、その結果 として予演1結果にも不確実性 が残 る。

土  壌 排 水
砒素の流出濃度の予演1は 疋

~性
的に行 つてお り、予測結果に

不確実性 がある。

植  物 施設の存在等
予測は定性的に行 つてお り、予測結果に不確実性がある。

環境保全措置 として行 つた移植 の成否に不確実性がある。

動  物 施設の存在等 予測は定性的に行 つてお り、予測結果 に不確実性がある。

陸水生物
施設の存在等

排水
予決1は 定性的に行 つてお り、予測結果に不確実性があるc

生態系
施設の存在等

排水
予測は定性的に行つてお り、予測結果に不確実性がある。

景 観 施設の存在等
例 稼 口 il■ lビ劃、 /オ  Fヤビ ン タ

~ン
ユ υノ IF炒叫 ‐ ナロ V・ ′ヒ メЩ ノタ惇刹 Vノ

精度、樹木の高 さ等に不確実性がある。

温室効果ガス
施設の存在等

排 出ガス (自 動車等 )

予測条件 とした廃棄物の埋立量等 と発生ガス濃度・量の関

係性に不確実性があ るため、その結 果士して予測結果に 1)不

確実性が残 る。

なお、浸出水処理施設の稼働 、廃棄物搬入車両の走行 、埋

立機械 の稼働 に伴 う温室効果ガスの発生量については、予沢1

条件 としている活動量等はデータの確実性が高 く、また、発

生原単位等 も公表 された資料に基いているため、予測結果の

不確実性は低い と考えられ ることか ら、事後調査の対象 とし

ない。
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10-2 事後調査の項 目及び方法

1 施工時

(1)事前調査

工事実施前における調査の項 目及び方法等は、表 10-2.1に示す とお りである。

なお、確認 された重要な植物の移植については、確認位置が施工区域内にある

場合は可能な限 り移植を行 う予定である。重要な種の移植 の際は、第 Ⅱ期増設事

業で行った移植 の結果 (p.81081参 照)を参考にす るとともに、専門家の意見

等 を踏まえて環境保全措置を講ずることとする。

表 10-2.1 工事実施前 にお ける調査 の内容

項 目 調査内容

辮
の区分

`由
謗T女ジ捻

の区分
大鬱解頁目

汁象項目の

選定理由
調査地点等 ]踏 の就 調査期間

働 構胞

イ感

切土又

は藩十

等

肋 目 予測した項目 事業実施区域内及び

周辺約200mの範囲

踏査により生育状況を
IEJ握己

施工前
。年 1回 (刃

重要′ぶ種 現地調査で確認
された難 種

事業実施区域内及び

周辺約200mの範囲

踏査により生育の確

訳 個体教、生育環境

紹 醒

施工前
・年1回 (動

動 絡 現地調査で確認
された重要な群

落

事業実施区域内の生

育地
踏査により生育状況を

IE盟握邑

施工前
。年1回(動

勒 構胸

鰊

切土又

′よ返弼:三J二

等

'辞
隣湘 予測した項目 事業実施区域内及び

周辺約200mの範囲

フィールドサイン、個体の

目視確認により把握

施工前
・年2回 (夏、不火l重要′F哺乳類 現地調査で確認

された重要ア譲種

′蕉♂幻罠本目 予測した項目 ラインセンサス、ホ
°
イントセン

サス、任意調査、夜間

]監鈍こより、1日握

施工前
。年2回 (夏、不火l

(調査は各季節とも同様
な時間帯とする。)

動 ′観 現地調査で確認
された重要な種

両生類相 予測した項目 朧 により、十日屋 施工前
・年 1回 (動重要な両生類 現地調査で確認

された難 種

爬期 目 予測した項目 躍翠舅こより、十日握 施工前
・年1回 (動鞠 いこ鞭 現地調査で確認

された重要′ょ`種

昆虫類相 予演陸た項目 任意調査、べイトトラッフ
°

調査、ライトトラッフ
°
調査

|こより、1団昼

施工前
・年2回 (夏 ,、 不火l重要な昆虫類 現地調査で確認

された巨要′ょ`種

重要なその他の

動
現地調査で確認
された重要′ょ`種

任葉詞町dにより、1国屋 施工前
・年 1(夏 l
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項 目 調査内容

麟
の区分

活動要索
の区分

文碇嚇王貞日
メ`願 目の

醜 由
調査魅点等 調査の手法 調査期間

水質 七り」土又

は膵十

等

浮遊物質量(SS)

濾

予測した項目 予測地煮上、2 採水方法は「水質調

査方法」に準拠し、分

析方法は「水質汚濁

に係る環境基準につ

いてJに観 るa

施工日紗 イ式声く―蠍 蛇ミ
・工事σ)剣級こよる深
が最大(裸地面積が最

大lとなる時期
・日常髄唸降雨

降雨時(2回浜10
,大雨時

降雨時⑫醐 」a
水兼イオン濃度

(pH)

腫

予測した項目 予測地棘 、2 第Ⅲ 2埋立地貯留構造

脚 寺(2回

環境保全措置の

期

環境保全措置を

講じた項目

鞠 帥 現地卜右く査、工事関係

落
~への間取調査

施工日争の代表自悦鴻点

水文

競

切土又

′よ摩壮ヒ

等

地下水位
地下水水質

予測した項目 福野の簡易水道水源

事業区域内の地下水
モニタリング井戸

地下水位は地下水位

言|による沢噴虫地下水

水質の分析方法は
「煙 Jと同様

施工中
・福野は4回/年

・事業地内は1団/月 ～1

回/年

購 切土又

イよ
`饉
等

麟 レ′ウレ

くし、b,Lュ穂ノ

予測した項目 予測地蕉A、 B、 C 騒音の測定は、「騒音

にァT、υナ衆ルタψtt l Vし ノ

いて」|こ定める浪1定方

法

建設機械の稼働 台

夕入″」X()夕 Y “コ`″J、

平 日 1回 、16時間

測 定 (6時～22時 )

建設機械の稼働

潮

環境保全措置の

期

予浪I条件、環境
保全措置を講じ

た項目

施工区域 現地踏査及び工事関

係者―・の聞取調査
同上

資材又

は櫻財成
の運搬

騒音レベル (L柏)

ピーク騒音レベ

ァレ(与帝8)
交通量、自動車

題詞鍍

予測した項目 予測地純 ～5 騒音の測定は、略語

に係る環境基準につ

いてJに定める測定方

法

資 材 等 運搬 車 両 の

走 行 台 数 が最 も多

い時期 、平 日 1回 、

16時 間測 定 (6時 ～

22日寺)

環境保全措置の

期

環境保全措置を

講じた項目

同上 工事関係者への間取

]適
族 切土又

は膵十

等

砒 素  (アlく質 l

濾

予測した項目 第2防災調整池

第3防災調整池

討貶睦銘上嗣 ||

採水方法は「水質調

査方法」に準拠し、分

析方法は「水質汚濁

F係る環境基準につ

いてJIこ瑠拠

施工中
・2回/年

(平目,1卜c19]、  朝

環境保全措置の

期

環境保全措置を

講じた項目

同上 工事関係者への聞取

∃楚

触 帥

イ)電↓舅【

切土又

′蹴

等

1古Lイォロ 予測した項目 事業実施 [メユユ
“
文内及び

周辺約200mの範囲

踏査により生育状況を
|[ヨ握き

施工中
。年 3回 (春、夏、′fttl

重要な種 (移植

不重)

移値の措置を施

した動 種

翻 活着状況、生育状況、

生育環境について調

査

移植 1週間後、2週間

後、lヶ月後、2ヶ月後

施工中
・年3回 (春、夏、木火l

藪 種 現地調査で確認

された重要′ぶ種

事業実施区域内及び

周辺約200mの範囲

μ古く査により生育の確

認、個体数、生育環境

留 醒

施工中
。年 4回 (早春、春、夏、

初

(2)施 工 中

施 工中にお ける事後調査 の項 目及び方法等 は、表 102.2(1),(2)に示す とお

りである。

表 10-2.2(1)施 工時 にお t'る 事後調査の 内容
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項 目 調査内容
睡 素

の区分

イ瞬
の区分

夭膨簿頁目
紺象頃目の

醐 由
調査地く等 廠 難 調査期間

値ヒ杉」

(髯tt表さ争)

陣

イ嫁

切土又

′地

等

重と要アょ
｀
絡 現地調査で確認

された重要な群

落

事業実施区域内の生

育地
伐採や工事による改

変状況を1巴握

施工中
・年1回 (別

環筑保全措置の

期
環境保全措置を

講じた項目

造院歳米 泡翻 、
盛上法面等

踏査により、植栽樹

種、密度、活着状況、
生育状況、生育環境
について調査

担当者への円 司査

施工中
・年 3回 (ふ 夏、初

鋤 帥

鰊

切土又

′難

等

田
,日耳子瞬鵜 予測した項目 事業実施区域内及び

周辺約 200mの範囲

フィールドサイン、個イ本の

目栃翔銅思により1日屋

施工中
・年4回 (春、夏、秋、知藝 欺 河縛陳 現地調査で確認

された難 種

′蕉き幻買ホロ

動 ′環竜ユ写髯

予測した項目 ラインセンサス、ポイントセン

サス、任意調査、夜間

誹躍≦により、1団屋

施工中
。年4回 (春、夏、秋、O
(調査は各季節とも同様
な時間帯とする。)

現地調査で確認

された重要な種

両生類相 予測した項目 干ク占篭により、す日屋 施工中
・年 3回 (春、夏、初重要′ぶ両生類 現地調査で確認

された敷 種
爬期 目 予涙修た項目 靡擢瓢こより、十日屋 施工中

。年3回 (春、夏、不火l藪 爬鞭 現地調査で確認
された重要メぶ種

昆虫類相 予測した項目

現地調査で確認
された藪 種

任意調査、へヾイトトラッフ
°

調査、ライトトラッフ
°
調査

1こより、十日屋

施工中
・年 3回 (春、夏、′千火l重要な昆虫類

重要なその他の

朝 グザ

現地調査で確認
された重要な種

任婆詞乾≦により、1圏屋 施工中
。年3回 (ふ 夏、棚

環境保全措置の

鋤

環境保全措置を

講じた項目
鞠 醐 担当者への間取調査 施工中

・年 1回

卜子売フlく

生4/刀

陣

鰊

切土又

は膵十

等

観 目 予測した項目 地点A～Eは田補
支流地縫

祥攀部磁≦により、十日屋 施工中
・年4回 (春、夏、秋、知動 鰤 現地調査で確認

された動 種
,こe雪コ甍力彰″木目 予測した項目 捕獲調査(定l生・定量

司唯91こより、十日屋斡 働 現地調査で確認
された重要な種

十寸う曽戸堺こ幻員木目 予測した項目 採集調査(定性・定量

]監銘により、1国屋重要′ぶイ寸鞠 現地調査で確認
された敷 種

測 |1水質斬渥等 生育,乞瞬 ポ質の項参照
環境保全措置の

鋤
環境保全措置を

目

鞠 醐 担当者への聞取調査 施工中
・年 1回

生態系 帥

イ嫁

切土又

′tkツ写!::ΞJ二

等

注目種

(上位性、典型
イ阻 、特殊性 )

予測した項目 事業実施区域及びそ
の周辺約 200m(東側
tttJ4011m)

植物調査、動物調査、

隊 物 殿 1鵡
概 妍 砥 動物調査、陸

水」勢凋円霊 同様

環境保全措置の

鋤

環境保全措置を

目

鞠 醐 担当者への間取調査 施工中
。年1回

表 10-2.2(2)施 工時 にお ける事後調査の内容
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項 目 調査内容

麟

の区分

麟
の区分

妄↓嚇E頁日
封象頃目の

期 由
調査地点等 調査の手法 調査朗問

ァk万責 排 水 生活環境項 日

等

重金属類等有

害物質

予測した項目 予測地報 、2 採水方法は「水質調

査方法」に準拠し、分

析方法は「水質汚濁

に係る乗境基準につ

いて」等に準秘

供用後 10年間(参考 1

刻
生活環境項 目等
。12回/年

重金 属類等有害物

質
。2回/年

環境保全措置の

動 鰍

環境保全措置を

講じた項目

浸出水処理施設 担当者への聞敗調査 供用後10年間

ァk文

蹴

働

繕

排 水

地下水位
地下水パ賢

予測した項目 福野の簡易水道水源

事業区域内の地下水
モニタリング井戸

地下水位は地下水位

計による測定、地下水

水質の分析方法は
「水質」と同様

供用後3年 F日日
・福野は4回/年

・事業地内は1回/月 ～1

回/年

眼 脚

榊

特題霧ツ質

臭気濃度●印ω

予測した項目 予測地柏 ～4

(芳技ι日と与り青ζち再卜)
特定悪臭物質濃度は
「特定悪臭物質の測

定の方法」、臭気指数

は「臭気指数及び臭

気排出強度の算定の

城伝|に繊 乙ガ虫

供用後 3年F日号
。年4回 (春、夏、秋、勾
・測定時間帯

春、夏、秋:昼間

冬:晴れた日の早朝

環境保全措置の

期

環境保全措置を

目

蜘 担当者への爛 査 供用後 3年 F日月
。年1回

波 切土又

は蘇十

等

朦   (ガマ宴Э 予測した項目 第2防災調整池

第3防災調整池

∋脚 下粥稔
「

'||

採水方法は「水質調

査方法」に準拠し、分

析方法は「水質汚濁

に係る環境基準につ

いてJに準処

供用後3年ギ日昂
,2回/年

鱒鉢瑚、豊刹鋤

環境保全措置の

期

環境保全措置を

講じた項目

同上 担当者への間廠調査 同上

,M 緞 の

存在等

働 目 予イ則した項目 事業実施区域内及び

周辺約200mの範囲

踏査により生育状況を
|[J拒&

供用後 1年目、5年目、
10年目
・年 3回 (春、夏、初

重要な種 (移植

禰

移植の措置を施

した重要な種

事業実施区域に

生育する重要な

種

翻

事業実施区域内及び

施工区域周辺約 20m
の範囲

括着状ス 生育状況、

生育環境について調

査

踏査により生育の確

認、個体数、生育輪覚

期

供用後 1年目、5年目、

10年目
・年 3回 (春、夏、槻

斡 種 供用後 1年目、5年目、
10年日
。年 4回 (早奉、春、夏、

不ナ0

重要テょ`群落 事業実施区域に

生育する重要な

綽

事業実施区域内の生

育地

伐採や工事による改

凌労吋えを,1醒

新たな林縁部にコドラー

トを設定し、植生の変

イ階 巴V邑

供用後 1年目、5年目、

10年日
。年1回 (動

環境保全措置の

期

環境保全措置を

講じた項目

賜 林、過翻 、
藩十法面等

踏査により、植栽樹

種、密度、活着状況、

生育状況、生育環境

について調査

担当者への間取調査

仰羽後 1年目、5年目、

10年目
・年 3回 (春、夏、初

2 供用時

供用時における事後調査の項 目及び方法等は、表 102.3(1),(2)に 示す とお り

である。

表 10-Z.3(1)供用時にお IJる 事後調査の内容
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項 目 調査内容

の区分

瞬
の区分

大鬱簿買目
対象項目の

期 由
調査地点等 司睦診 難 調査期間

勒 耀 の

機

冒辞 隣鵜 予測した項目 事業実施区域内及び

周辺約 200mの範囲

域

フィールドサイン、イ匿イ本の

目視確認イこより把握

仰昭後 1年目、5年目、
10年目
・年4回律弐夏、秋、知

重要′ょ`哺乳類 現地調査で確認

された重要な種

,躊手掏買本目 予測した項目 ラインセンサス、ホ
°
イントセン

サス、任意調査、夜間
訴避翌|こより、十日屋

仰昭後 1年目、5年目、
10年目
・年4回 (春、夏、秋、0
(調査は各季節とも同様
な時間帯とする①)

重要′ょ`′需類 現地調査で確認
された重要な種

両生類相

重要な両生類

予測した項目 躍黎瓢こより、才日屋 仰羽後 1年目、5年目、
10年目
。年3回 (へ 夏、′下火l

現地調査で確認
された動 種

爬理封目 予測した項目 躍望塾こより、1国屋 仰昭後 1年日、5年目
10年目
・年 3回 (春、夏、わり

重要′ょ
｀
爬鞭 現地調査で確認

された重要′ょ`種

昆虫類相 予測した項目 任意調査、へ`イトトラッフ
°

調査、ライトトラップ調査

|こより、1国屋

例羽後 1年目、5年日、
10年目
。年3回 (春、夏、わり

難 昆虫類 現地調査で確認

された重_要′ぶ種

重要なその他の

動

現地調査で確認
された動 種

任堤編庇Sにより、十日屋 仰昭後 1年目、5年目、
10年目
。年4回 (春、夏、秋、0

環境保全措置の

期
環境保全措置を

講じた項目
鞠 醐 担当者への聞取調査 供用後 1年目、5年目、

10年目
。年 1回

L奎3オく

生物

働
終
つFァ1く

鰤 目 予測した項目 地蕉A～ E(怒田禰

支流地推

帯毒覇雁占イこより、才国屋 仰昭後 1年目、5年目、
10年目
・年4回 (春、夏、秋、O

重要′よ鱒 現地調査で確認
された動 種

涯雲Yttf5り杉ガ1目 予測した項目 捕獲調査(定性・定量
計躍コイこより、十日猛難 鋤 現地調査で確認

された藝
~′

ょ
｀
種

十寸う曽醇環霊趣ヨ木目 予測した項目 採集調査(定性・定量

ヨ貶翰により、十日屋難 帥 現地調査で確認
された重要な種

河川パ質・流量等 生自、。生鶉 水画の項参照
県境保全措置の

期
環境保全措置を

講じた項目
鞠 醐 担当者への聞取調査 仰羽後 1年目、5年目、

10年目
・年1回

鶴 働

需
つレk

注目種

(上位 性 、典型

は 、特殊 性 )

予測した項目 事業実施区域及びそ
の周辺約 200m(東側
は約400m)

植物調査、動物調査、

団 くととJレリ副司を彗望竺酷

欄燭砥 朝 媚踏 、陸
水娘 同様

乗境保全措置の

期
環境保全措置を

縦 た項目
鞠 醐 担当者への聞取調査 仰昭後 1年目、5年目、

10年目
・年1回

翻 緞 の

存在等

砂鋤 り立兄 予測した項目 養老lll自 然歩道 写真撮影 供用後 1年目、5年目、
10年目
・年4回 (春、夏、秋、0

環境保全措置の

鋤
環境保全措置を

講じた項目
鞠 醐 踏査、担当者への聞

取調査
仰羽後 1年目、5年目、
10年目
,年1回

イ勒
ガス等

働

存在等

メタン 予測した項目 事業実施区域(ガス抜

き0
担当者への聞取調査 供用後 3年間

二酸化炭素素 予測した項目 事業実施区域(ガス抜
き0

担当者への聞取調査 側羽後3年F日弓

廃棄物 の種類
別埋立量

予測条件とした項

目
鞠 動 )甲立業務管理者への

間取調査
供用後 3/ギF日月

環境保全措置の

鋤
環境保全措置を

講じた項目
蜘 ナ早寸業務管理者への

聞取調査
仰羽後 3年間
・年1回

表 10-2.3(2)供 用時にお ける事後調 査 の内容
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【参考 :浸 出水処理水の監視期間について】

既設の第 I埋立地の埋立進行に伴 う浸出水の BOD濃 度、COD濃度、T一N濃度及び塩化物

イオン濃度の 12年間の変化を調べた結果を図 10-2.1に示す。各月の濃度は 3ヶ 月移動

平均で示 してヤヽる。
‐         ~

BOD濃度は埋立開始後 3年 目にピークを示 し、その後漸減 している。

COD濃度は埋立開始後 4年 目にピークを示すが、0年 日、H年 日、12年 日にも高い値を

示す。その他の期間は 60～ 80mg/Lで推移 している。

TN濃度は埋立開始後 9年 目にピークを示す。その他の期間は 100mg/L前後で推移 して

いる。

塩化物イオン濃度 は埋立開始後次第に上昇 し、9年 目にピー クを示 し、その後 は

4,000mg/L前 後で推移 している。

以上のように、既設の第 I坪 立ナイ静では 3年 目から9年 目にピークが出現 していることか

ら、水質にかかる監視期間を 10年 とする。
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10-3 環境影響の程度が大きいことが明 らかとなった場合の対応の方針

事後調査の結果、環境への著 しい影響が確認 された場合、またはそのおそれがあ

る場合には、関係機 関 と連携 をとり、必要な措置を講ずるもの とする。

10-4 事後調査の結果の公表の方法

調査結果は、以下の時期を基本 として、適宜立、要な時期に千葉県に報告を行 うも

のとす る。

・施工時の調査終了後

。供用後 3年間の調査終了後

。供用後の 5年 目及び 10年 目の調査終了後

10-10



第 11章 総合評価

本環境影響評価では、管理型最終処分場の増設事業の実施に伴 う環境への影響につ

いて、大気質、水質、水底の底質、水文環境、騒音、振動、悪臭、地形及び地質等、

土壌、植物、動物、陸水生物、生態系、景観、人と自然との触れ合いの活動の場、廃

棄物、温室効果ガス等の 17の環境要素を対象に環境保全措置を勘案 して予測評価 を行

つた。その結果、事業者の実行可能な範囲内で環境影響の低減が図 られるものと評価

した。

なお、予測結果に不確実性が残る場合、あるいは、効果に係 る知見が不十分な環境

保全措置を講ずる場合は、工事中及び供用時に事後調査を行 うことにしている。

今後、工事の実施、施設の運営に当たっては、本環境影響評価の結果を十分認識 し、

その前提 となった環境保全措置を確実に実行 して、環境保全に配慮するものとする。

本評価書で選定 した環境要素について、調査、予測、環境保全措置、評価、監視計

画を次ページ以降に一覧表にとりまとめた。
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表 11-1(1) 環境影響評価結果の概要 (大 気質 )

活動要素 訂蟻 課 予測結果 坤 珈 糸課 監視計画大

気

質

施工時

(資材又
旧眸雛茂
の醐

1.騨謡装硼対と(p.8-l-5)

(1)二酸化窒素及び子遊粒子状物質 (平成26年度)瞼 39,p.8-卜 5)

君津俵田及び市原平野の一般環境大気測定局における二酸化窒素の測定結果は、両測
定局とも環境基準を達成している。浮遊粒子状物質は、両測定局とも短期的評価、長期
的評価の環境基準を達成している。

項 目 種 別 渕艤 瑚 較

朝 朦
響 鑢

lop11)

魏 田 0005
市原平野 0 004

浮遊粒子状物
質

年珈

範 /ュn)

講 田 0015
市原平野 0,014

春季 判呪2駒出月20日 ～27日 夏季 平成27年 6月 8日 ～15日

2,鍮制式況 lp 8-1-■ )

○君津環境整備センターにおける風向・風速の状況
・春は、NW及びSSEを中心とした南風が卓越している。NWの風の場合lttl速 が強
Vゝ。

・夏は、春と同様な傾向を示しているぶ 南風が増えている。
・秋イよ NW力現 も多く、南風は少なくなる。
・冬は、秋と同様な傾向を示すべ Nヽ1駒埓0%を超える。風速もこの方向が最も強い。
・年間では、NWの風向が卓越しており、この地域の風向はおおむね往陸訂

「
|の川筋と同

じ方向であり、この地形に風胸が規定されている。

項 目 地区 醐 款 最Jヽ

′l堰 (2地耐 0019 0.027 0.013
′l誅 (2爛 0017 0022 0012

浮遊粉じん

鈍
/m)

対照地点 (1地同 0013 0019 0.010
/」堰 (2爛 123 23.8 03
′l誅 (5蜘 109 207 33

降下ばいじん
(t/kV月 )

対照地点 Q ttn 18 37 0.6

地点1 地点2
ヨ閣 朝

建登ヨ」せ引ヒ 自禦」嚇萱
秋季 0 046 0019
等 0.037 0021
春季 0073 0039
雰 0 042 0023
平均 0.050 0026

地点 1 地点2 地点3
司脚 朝

蜘 ヒ 自機 林道大福山線
秋季 99 2.7 5.1

等 17 32 27
春季 18 69 11

夏季 17 6.5 62
平均 16 48 61

8-1-6,7)

随 /司

t/kV月 )

なゝし

日～

17日

6日 6日

春季 平成2を印月7日～5月 7日 夏季 平成27年 6月 1日～7月 1日

潮 対照地点 ;君津市植畑

じん、降下
'説

じヽん濃度 (平成25朝

b.L聯魅励罰償果

伯)浮遊粉じん調査結果 徳 8卜9)

①萌麿結果 (期間平蝸

伯)降下ばいじん調査結果 (p.8-卜 10)

○鵡 課

確)浮遊粉じん、降下ばいじん 儘 8-卜 6)

a魏

○資材等運搬車両の走行に伴う二酸化窒素予測結果08%個

う浮遊粒子状物質予測結果 (2%孵旧

2切土 i盛十T事及び資材等運搬車両の走行に伴う粉じん (降下ばい
じん)の影響

予測地点 予測時期
春季 夏季 棒 筆

2 自歿彰局直
ケース 1 a4 90 43 42
ケース2 81 76 35 37

多重】:墨鰯錢雛離置も要禽縛森
剖進考えられる時期

〕予測値
`沙

ッヾクグラウンド潤鼓蜂沖値

確)鰤 両の走行に伴う季節別降下ばいじん予測結果

lp 8-1-33)

輸 _降下哩ⅢじんtttR)

3
ル鼈

大福山線

春季 II

夏季 62
籐 51
筈 27

洲
予測濃度

lpp1ll

日平均値の

年間 98%値
lpoml

整合を図るべ

き騨

1 的 0005695 001886

0 04ppm

以下

2
靭

鰯
0005535 001816

3 市原市道85号線
(石朔 α005416 001800

4
市原市道85号線
(鋤 6 00G H6 001891

5
蜘
(的 0 005114 001761

6
酎童465号

鮪ヶlttl
0005260 001780

柳 ミ
翻 朧

(,uIョラ/1nつ
日半均値の

2%除外値
(Ш
ym)

整合を図るベ
き騨

1 的 0.015020 0.04633

2
魏
偏野l

6015018 004633

3 市原市道85号線
衛弗 0015014 α04633

4
市府櫛董85号線
(勘 0015036 004635

5
蜘

(傷寺守睡訂寸逆D
0 015004 0 04631

6
国道465号

鮪ヶ山奇l

0015007 0 04632

010阻/ず

以下

8-

フ ン

注

8-1 -1(p 7)

(p8-1-32)佃)切土・盛土工事に伴う

潮解関

○切土・幕十ェ事等に伴う環境保全措
置

・粉じん飛散防止のため、散水草を用
意し、適宜散水を実施する。

・日曜、祝日は、原則として工事を行
わない。

○資材等運搬車両の走行に伴う環境保
報

・工事関係車両が期 こヽ出る際は、夕
イヤ等についている土をよく落とし
てから出る。

・林道大福山線の未舗装区間は適宜散
水を行い、粉じんの飛散を抑制す
る。

・資材等運搬車両の走行に当たっては
市原市道 85号線及び君津市道沿道
の集落内を走行する際には特に低速
度走行を行い、空ぶかし等をしない
よう運転者に対し指導を徹底する。

・日曜、祝日は、原則として資材の搬
入を行わない。

徹 8卜33) 1環境の保全が適切に図られているかどうかの検
討結果 感8-134)

工事の実施に当たっては、
・粉じん飛散防止のため、散水車を用意し、適宜
紳 を妨 る

。日曜、祝日は、原則として工事を行わない
・工事関係車両が場外に出る際は、タイヤ等につ

いている土をよく落としてから鎧る
。林道大福山線の未舗装区間は適宜散水を行い、
粉じんの飛散を抑制する

。資材等運搬車両の走行に当たっては市原市道85

号線及び君津市道沿道の集落内を走行する際に
は特に低速度走行を行い、空ぶかし等をしない

よう適接謝こ対しキ簾 を鱒 る
。日曜、祝日は、原則として資材の搬入を行わな
い

などの措置を講ずることから、対象事業に係る環
境影勤 Y載さイしていると評価する。

2.整合を図るべき基準と瑚 吉果との比較の結果
悧)鰤 両の走行に伴う窒素酸化物及び浮
遊粒子状物質の影響 lp 8-1-35)

工事中における資材等運搬車両の走行に伴う二

酸化窒素及び浮遊粒子状物質の予測結果は、各予
測地点において整合を図るべき基準 (二酸化窒
素 :0,04pp皿、浮遊粒子状物質 :0.10Ш g/ず)を満
足している。

確)切土盛土I事等に伴う粉じん (降下ばいじん)

の影響 徹 8-卜36)

切土・盛土工事に伴う予測地点2(自然歩道)

における季節別降下ばいじんは、最大値はケース
1で 94t/1【 Vtt l春季l、 ケース2で 8.lt/1【V月
(春季)と予測され、整合を図るべき基準 (著し

い影響を及ぼさないこと :20t/1【V月)を満足して
いる。

また、予測地点3(林道大福山線)における資
材等運搬車両の走行に伴う季節別降下ばいじん
は、27～ Ht/1【V月 と予測され、整合を図るべき
基準 (著しい諺響を及ぼさないこと :20t/4描/月

)

を満足している。

D切土・盛上工事等にイわ粉じん(降下ばいじん)の影響に
ついては、国、県等において、粉じんの基準又は目標が
示されていないため、整合を図るべき基準として「著しい

影響を及ぼさないこと」とし、その目安として「スパイクタィ
ヤ粉しムンの発との防止に関する融 施伽こついて」(平
成 2勺三7月 3日 塀影(自第 84〕 に示さ才しる4ゴ舌塀む款D
保全が必藝彼地域の指標(2(光/k雷/月 )を上回らないことと
する。
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表 1卜 1(2)環 境影響評価結果の概要 (大気質 )

効
球

活動要素 調査結果 剤 糸課 的 評価結果 監視計画

大

気

質

供用時

υ卜出ガ
ス (自動
[博営竜守)

3靭 lp.8-1-15)

事業実施区域及びその周辺には、都市計画法に基づく用途地域の指定はない。

無 ま環境が必要とされる施設は、北方約lkmに福野自治会館、南西約2knに亀山保育園
がある。集落は、北方に福野集落や南方に蔵玉集落があるが、いずれも事業実施区域から1

kmtth離れている。また、事業実施区域及び周辺における主な大気汚染物質の発生源とし

ては、現線 で稼働している廃棄物埋立作業用機械が考えられ、的 となって

いる国道、市道、林道ではそこを走行する¬股車両及び廃棄物搬入車両が主な発搬 なっ

ている。

1窒菊酸化物及び平遊粒子状物噴の絆  (p.81-38)

8-

8-1-40)

ツ ン

2 粉じん (降下ばいじん)の影響
8-1望 5)

注1)予測時期
I:埋立的 になる時期
Ⅱ:埋立作業区域が自然歩道に近く影響力次きいと考えら和る時期

D予測値イよバックグラウンド濃度を含勘直

に)廃棄物搬入車両の走行に伴う季節別降下ばいじんの予測結果

8-1-45)

予測如点
日半矧直の

年間 98%値
(poml

予測濃度
lppml

整合を図るべ

き基準

1 的 0005673 001834

2
紳

籠野′l
0005135 001764

4
市麻揃鉛5弓線
(醐 0005275 001782

5
蜘
(m 0005109 α01761

6
回道465号

鮪ヶЮ
0005286 001783

a04ppm

以下

予測地点
予測濃度
(■g/S 2%贈朧

(Шげinう

日半期直の
整合を図るベ

き騨

1 肺 鵡 0015019 004633

2
靭
鮨野l

0015005 004632

4
市庸輌鍋5弓線
(観)

0015009 004632

5
柳
(脚 寸近D

0.015004 α04631

6
国道465号

鮪ヶhttl
0015008 004632

0 10mg/ず

以下

予測地点 予測時期
じゝん住たV月 )

不火季 等

2 自衆彰局直
ケース I 78 75 34 40
ケースⅡ 99 11 49 58

櫛 降下
'出

じヽん化れV月 )

春季 11

夏季 62
孵 51

3
朧

焔 陥

等 27

lp 8-1-46)

〇哩立作業等に伴う環境保全措置
。埋め立てる際に粉じんが発生しやす
い働 は散水しながら行う。

。天気予報で強風注意報・警報が発令

された日や作業当日に粉じんの飛散

を目視確認した場合は散水を行う。
・即日覆土を行う。ただし、埋立終了

時に飛散・悪臭の防止が必要ないと

判断したときには行わないこともあ

る。必要ないと判断する基準は、埋

立終了時に次のナ早寸を開始するまで

の間において、気象予報により風速

が 55m/秒 l不日風※程度)を超え

ない場合、連続降雨がある場合には

行わないこともある。

※砂塵が立ったり、小さなゴミや

落ち葉が宙に舞ったりする程度の風

速 (ビューフォードの風力階級4に

ホロ当)

。日曜、祝日は、原則として埋立作業

を行わない。

○廃棄物搬入車両の走行に伴う環境保

全措置
。停車、待機時におけるアイドリング

ストップを徹底する。
・林道大福山線の未舗装区間は適宜散

水を行い、粉じんの飛散を抑制す

る。
・廃棄物搬入車両の出入日は清掃を行

い、粉じんが飛散するような場合に

は散水を行う。
・洗車場で廃棄物搬入車両のタイヤを

洗浄する。また、荷台等は必要に応

じて埋立地内で洗浄を行う。
・廃棄物搬入車両は、シート掛けの実

施や密閉型車両使用の推進を図る。
・日曜、祝日は、廃棄物の搬入を行わ

ない。

1環境の保全が適切に図られているかどうかの検

討結果 08-卜 47)

事業の実施に当たっては、

・埋め立てる際に粉じんが発生しやすい廃棄物は

青文アXしながら行う
。天気予報で強風注意報・警報が発令された日や

作業当日に粉じんの飛散を目視確認した場合は

散水を行う
。即日覆土を行う。ただし、埋立終了時に飛散 ,

悪臭の防止が必要ないと判断したときには行わ

ないこともある。必要ないと判断する基準は、

埋立終了時に次のナ軍すを開始するまでの間にお

いて、気象予報により風速が 5.5「し/秒 6日風

※程度)を超えない場合、連続降雨がある場合

には行わないこともある。

※砂塵が立ったり、小さなゴミや落ち葉が宙

に舞ったりする程度の風速 (ビューフォードの

風力階級4イず目当)

。日曜、祝日は、原則としてナ早サ作業を行わない
。停車、待機時におけるアイドリングストップを

備 る
。林道大福山線の未舗装区間は適宜散水を行い、

粉じんの飛散を抑制する
。廃棄物搬入車両の出入回は清掃を行い、粉じん

が飛散するような場合には散水を行う
・洗車場で廃棄物搬入車両のタイヤを洗浄する。

また、荷台等は必要に応じて
'こ

F立地内で洗浄を

行う
。廃棄物搬入車両は、シー ト掛けの実施や密閉型

車両l吏用の推進を図る
。日隠 祝日は、廃棄物の搬入を行わない

などの措置を講ずることから、対象事業に係る環

鞠 湘誠されていると評価する。

2整合を図るべき基準と予測結果との比較の結果

0.8司 48)

“

〕づ覇勒酬ス庫両の走行に伴う窒素酸イヒ物及び子

遊粒鞭 の記響 lp 8-1望 8)

供用時における廃棄物搬入車両の走行に伴う二

酸化窒索及び浮遊粒子状物質の予測結果は、各予

測地点において整合を図るべき基準 (二酸化窒

素 :0 04pp皿、浮遊粒子状物質 :010則g/ポ)を満

足している。

2)埋立作業及び廃碧閉般入車両の走行に伴う粉じ

ん (降下ばいじん)の影響 08-1判 8)

埋立作業及び覆土置場の存在に伴う予測地点2

(自然歩道)における季節別降下ばいじんは、最

大値はヶ―スIで 7.8t/kVtt l春 季)、 ケースⅡ

で 1lt/kV月 (夏季)と予測され、整合を図るベ

き基準 (著 しい影響を及ぼさないこと :20t/kV
月)を満足している。

また、予測地点3(林道大福山制 における廃
棄物摘又h入車両の走行に伴う季節別降下ばいけん
は、27～ Ht/kV月 と予測され、整合を図るべき

基準 鰭 しい影響を及ぼさないこと:20t/kV月 )

を満足している。
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表 1卜 2(1)環 境影響評価結果の概要 (水 質 )

斯

味
活動要素 調査結果 予測結果 坤 諭 課 監視計画

水

　

質

施工時

(切土又は
幕十・仮
設工事・

基礎 Ettl
軸

浮遊物質量(SS)(11lg/Ll

日常拍りな路鋼訓寺 大雨時

1回目 2回目 1回目 2回 目

A 舶 42 36 1,100 2,100

1 効 28 18

2 姉 14 11 1,700 340

3 中流 9 9 1,700 290

4 硫 35 30 1,200 510

C 鉱 5 4

1,水質等の状況 (p卜2-5)

佃)降雨時の

'串

鵬閉質量ф 82-0
日常的な降雨時及び大雨時の浮遊物質劃 勧の隅 吉果

潤調査日 日常的な降雨時 :平成25年 10月 5日 住D
大雨時 :平成26年 10月 6日 l月 )

紀)水素イオン濃度ф.8-2-9

年平均値は、全地点で環境基準 (65～8.5)を達成している。

評躍勢也点
1 2 3 4

中流 硫

帥 78 78 79 ■ 9

2,流況等の状況は 8-2-6)

日常的な降雨時の流量は、最上流の調査地点A:0.020、 0.01lVs、 敷

地境界の調査地点 1:0.022、 0.012rVs、 調査地点 2:0.062、 0.055ボ

/s、 調査地点3:028、 0.28Vs、 最下流の調査地点4:1,OrVs、 081ポ

/sであった。

3安鬱磁∂Iメ)l lp.8=2-6)

日常的な降雨時における降水量は、坂畑地域気象観測所では、時間雨量

は0,0～ 5,0皿巴/時、調査開始前の24時間累積降水量は16.5～ 18 01ullで あっ

た。また、君津環境整備センターでは、時間雨量は0.0～ 5.5皿皿/時、24時

間累積降水量は16.0～ 19,Olttllで あった。

大雨時における降水量は、坂畑地域気象観測所では、時間雨量は0～

20.5Ⅱ Ⅱ/時、調査開始前の24時間累積降水量は142.0～ 143.511ullであった。

また、君津環境整備センターでは、時間雨量は00～23.0狙m/時、累積降水

量は151.5～ 152,Ollullで あった。

4三日野和つ問犬(p.8-2-9)

調査地域には更新世～鮮新世の「梅ヶ瀬層」力い 布しており、主に砂が

ちな砂泥岩互層から構成される。増設計画地及びその周辺では、半固結～

固結状の砂岩を主体とする。

浮遊物質量の沈降率は平均値で10分後に96.68%、 1時間後に9768%と

なっており、平均濃度はそれぞれ、133配ん、93阻んとなっている。12時

間後には環境基準である25醒んを下回るようになる。

5騨 に8-2-10)

羽闇 llには君津広域水道企業国の取水回が2ヵ所ある。作腹川流域は御

腹川の河川水を灌漑用水として利用しているが、事業実施区域に最も近い

水田は約2血下流の君津市の福野集落北西側に分布している。漁業権は御

腹川には設定されていない力＼ ガヽl圃 IIに設定されている。御比郷II支流の日

出測 II水系に産業廃棄物最終処分場彼定劉 が設置されている。

6法令による基準等は8-2-10)

水質の汚濁に係る環境基準については、往l胸 llにA類型が指定されてい

る。

浮遊物質量(SS)(ln影
/Ll

日◆静後「ィ久水量 日子期叫也点

珈 予測値 じ説兄 帥

1 期 42 63 2,loo 11754

2 姉 22 17061,700

3 中流 9 11 170211700

4 硫 36 1,2151200

1濁水の影響傾8-2-11)

降雨時における浮遊物質量 S働 の予測結果 lP 8-12-19)

3

2 アルカリ
"17k‐

(pH)の削 果ф.8-2-22)

31 2 4

効 琉 中流
予測地点

下流

84 79pH 79 79

(p 8-2-23)

・造成工事は防災調整池を建設した後に行うもの

とし、濁水の直接の流出を防止する。
・覆土置場の工事に際しては、雨水排水暗渠を設

置し、流末に仮設沈砂池を設け、そこに一旦貯

留した後、排水する。
・防災調整池の堆砂部は必要に応じて排砂を行

い、防災調整池内の堆砂容量の確保に努める。
・裸地のままの期間が短くなる工事計画とし、早

期の緑化を行う。

・濁水が表面流出するような降雨時には切土・盛

土工事を行わない。

・幕十法面には必要に応じてシー ト覆いを行い、

土砂の流出を防止する。
・防災調整池及び貯留構造物のコンクリート打設

工事においては、施工区域からの流出水につい

て定期的に水素イオン濃度の監視を行う。

1環境の保全が適切に図られているかどうかの検討

結果 (ュ 8-2-2つ

工事の実施に当たってイよ

・造成工事は防災調整池を建設した後に行うものと

し、濁水の直接の流出を防止する
。覆土置場の工事に際しては、雨水排水暗渠を設置

し、流末に仮設沈砂池を設け、そこに一旦貯留し

た後、排水する
。盛土法面には必要に応じてシー ト覆いを行い、土

砂の流出を防止する

・防災調整池及び貯留構造物のコンクリート打設工

事においては、施工区域からの流出水について定

期的に水素イオン濃度の監視を行う

などの措置を講ずることから、対象事業に係る環境

影轡力淮誠 されていると評価する。

2整合を図るべき基準と期 果との比較の結果

(1)】勲kt研謗讐傾82-24)

造成工事に伴う降雨時の浮遊物質量の予測結果

は、日常的な降水量の場合は上流側では濃度が上昇

するが、下流側ではほとんど変化がみられないこと

から、整合を図るべき基準 (現状を著しく悪化させ

ないこと)を概ね満足していると評価する。また、

最大日降水量の場合は現況値を大きく超えることは

ないため、整合を図るべき基準を満足するものと評

イ面する。

12)アルカリ〕|′!くの癬 lp.8-224)

コンクリート打設工事に伴うアルカリ排水 (水素

イオン濃度:pH)の予測結果は全予測地点で整合を図

るべき基準 (65～85)を満足している。

☆協u買目
,SS
,pH.
・乗境保全措置の実

施閃兄
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表 1卜 2(2)環 境影響評価結果の概要 (水 質 )

鶏
蘇

活動要素 ∋睦瑞果 予測結果 坤 諭 糸課 監槻計画

水

　

質

供用時

(つ信ァよくl

1.7kt壽等硼月兄し8-2-31)

(1)環境基準等の達調犬況は 8-2-32)

○生活環境項目等し8-2望 掛

第2水処理施設稼働後は放流先の地点A、 敷地境界の地点1ではほぼすべての

項目で濃度が低下している。

2 lH24 7-H24

吟再2 (H251～125.6) 軸

D BODヤよ75%億 他は期間平均値を示す。

○有害物質等傾 8-2-4勧

第 2水処理施設稼働前は、地点A、 地点 1でほう素が環境基準を超えていた

力ヽ 稼働後は全地点で環境基準を達成している。

2

副鼈地く
司鼈釦頃目

A 1 2 3 4 ①

鞘

(A期
BllD 18 1.1 α 6 07 1.0 07 2

COD 61 56 32 3.9 38 40

SS 132 182 87 15 6.0 32

T卜l

3.3 24 09 10 08 05

Tザ 0080 0.063 0053 α059 0079 0.035

塩イ物 ル 3933 2600 40 10315

評認摯也煮
司麟 目

A 1 2 3 4 ①

翔

(卿
BOD 15 06 06 09 11 05 2

COD 26 34 30 40 37 3.6

SS a3 57 2,7 15 5,7 25 25

T―N 1.1 0.8 05 09 0.8 08

T―P 0.048 0.030 0.040 0052 0077 0 024

塩イ勁雰オン 373 266 17 7234

講躍摯しく
鱒 目

A 1 2 3 4 ①
翔

カドミウム Q0003 く0.0003 〈l10003 Q0003 く00003 〈l10003 0003

全シアン ノ
l、検IL日

/ド検出 測 稀 出 韓 出 イ＼検出 検出されないこと

鉛 〈0.001 〈&001 くl1001 (0001 〈l1001 〈ll.001 001

六膨 ロム 〈0005 (0.005 Q005 Q005 〈0005 〈l1005 005

朦 0,002 0002 α001 〈0,001 0.001 0.001 001

鰯 Q0005 (00005 Q0005 〈α0005 〈00005 Q0005 α0005

アルキ′L細 不ヽ検出 ノト検出 韓 出 不検出 ノ
Fヽ検出 ノト検出 l浚↓ⅢJされないこと

pcB ツト検出 ノド検出 稀 出 韓 出 穣 出 稀 出 検出されないこと

セレン 〈0001 〈l1001 〈0.001 ぐ舒001 〈0001 〈l1001 0.01

04硝酸「蛛 及び

節醐 盤錬
02 0.2 03 05 02

ふつ素 〈ll l 〈ll l 〈ll i 0.I 〈01 〈0.1 08

ほう素 007 0 09 002 008 α05 Q02 1

銅 〈0.01 〈&01 〈001 〈l101 Q01 (l101

職 0003 0 004 0002 0030.025 0,009 0.004

鉄 1.6 0 48 α14 0.28 0.79 (0.05

マンガン 016 〈α05 く005 Q05 020 (005

クロム 〈ll.005 〈&005 (0005 〈0005 〈0.005 〈0005

ダ枯 キう/ン類 031 0 034 G063 0.067 α030 10 099

1浸的 陣四勁kの排水に伴う公共用水期鷲の水質の予測結果

(ュ 8-2-53)

○水質の予測結果
)

1 ゝ

てイよ 予測地点1及び予測地点2までの区間に農業翔水の利用がないため、整
合を図るべき基準を適用していない。

予測項目
1 2 3 4

整合を図
るべき基準

BOD 20 10 08 12 2

COD (13) 61 49 42 8

SS 125 5.9 25 61
T―N (11) 39 19 1,3 4

生
活
環
境
項
目 T―P 92 80 095 055 16

カドミウム α0030 00012 00006 0 0004 0003

鉛 00062 00026 00015 0.0013 0.01

六価クロム 0031 α018 00075 00063 005

朦 00062 α0026 α0015 0.0013 001

細 00005 α0005 α0005 00005 00005

セレン 00062 00026 60015 00013 001

M蜘 び

亜贈卿鰊
5,8 21 0710 10

ふっ素 079 0.32 α14017 08

ほう素 0,98 031 0.100.17 l

銅 0062 0.026 00130.015 1

職 a030 α012 0.006 0005 0 0と

鉄 008 0.13 077027 l

マンガン 008 0.06 005 0.20 l

クロム 0031 0013 0.008 0006 Ob

重
金

属
等

有

害

物
質

ダイオキシン類 0070 0.046 0065 0068 l

雄訂陛レイオン (1.438) 485 156 87 500

い.82-5聡

・増設する浸出水処理施設の処理能力は、既

存の処理施設の稼働状況を基に余裕を持っ

た施設とする。
・貯留構造物背面、ナ軍ヤ地法面小段部、埋立

地底面の排水機能を強化することにより埋

立層内に浸出水が滞留することを防止し、

'単

寸層内の準好気時 を維持する。
・浸出水処理施設を設置し、「千葉県廃棄物

処理施設の設置及び維持管理に関する指導

要綱」及び「君津市′l堰川流域に係る水道

水源の水質の保全に関する条例」に基づく

排水基準値以下に浸出水を処理するととも

に、「公共用水域における水質の汚濁に係

る環境基準」を遵守するように排水濃度を

翻 る。
・農業用水の利用がある地点では、「千葉県

が示す水稲の生育に対する水質汚濁の目

安」を守ることを基本とし、水稲の生育等

に対する影響が生じないよう、灌漑期は放

腫 を溺擾螂哩書する。
・浸出水処理施設は、日常の維持管理を適切

に作予う。
・浸出水、旗流水の水質を定期的な調査によ

り監視する。
・士単寸地外周に側溝を設置し、チ早寸地内に周

辺の雨水が流入しないようにする。

1,環境の保全が適切に図られているかどうかの検討

結果 (ュ 8-2-5働

事業の実施に当たっては、

・増設する浸出水処理施設の処理能力は、既存の処

理施設の稼働状況を基に余裕を持った施設とする
。貯留醐 背面、ナ甲寸地法面小段部、埋立地底面

の排水機能を強化することによリナ耳:す層内に浸出

水が滞留することを防止し、埋立層内の準好気性

環境を維時する

・浸出水処理施設を設置し、「千葉県廃棄物処理施

設の設置及び維持管理に関する指導要綱」及び
「君津市′嶋 II流域に係る水道水源の水質の保全

に関する条例」に基づく排水基準値以下に浸出水

を処理するとともに、「公共用水域における水質

の汚濁に係る期 を遵守するように排水濃

度を設定する
。農業用水の利用がある地点では、「千葉県が示す

水稲の生育に対する水質汚濁の目安」を守ること

を基本とし、水稲の生育等に対する影響が生じな

いよう、灌漑期は放流量を減量調整する

・浸出水処理施設は日常の維持管理を通切に行う

・浸出水、放流水の水質を定期的な調査により監視

する
。埋立地外周に根昨溝を設置し、理市地内に周辺の雨

水が麒 しないようにする

などの措置を講ずることから、対象事業に係る環境

影響海湘誠されていると評価する。

2整合を図るべき基準と予測結果との比較の結果

し 8-2-57)

本事業の実施に伴う御胸 IIの水質への影響は各予

測地点で整合を図るべき基準を満足しており、各種

の保全措置を講ずることにより御腹川の水質が保全

されていると評価ずる。

大協趙頂目

・生艦環境項目等
・重鉾 害物質
・環境保全措置の実

施効戦兄
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表 H-2(3)環 境影響評価結果の概要 (水 質 )

監視計画瓢 課脚予測結果活動要素 調麿結果

水

　

質

供用時

9伊 |ア」くl

2.流況等の状況ф.8-2判D

“

)流量 値 8-2-45)

年平均の流量は、敷地境界 (地点 1)で00097♂ /秒、最下流 (地点4)で
0.303駒V秒となっている。

確)7蠅融 気温 lp.8-2望 5)

通日調査による日平均水温は地点Aが最も高く、下流側になるほど低くなる傾

向がみられる。

3.気象の偶兄は8-2-4働

坂畑地域気象観測所における平成17年～平成26年の10年間における年平均降水

量は2,024剛で、10月 が321111111と最も多く、1月 が8111ullと最も少ない。君津環境整備

センターで測定している降水量は、平成17年～平成26年の10年間の平均で21 07911ull

/年であり、3～ 6月 の春から梅雨期にかけてと9～ 10月 の台風と秋霧期の時期に多

い。■方、1月 と8月 の降水量は少ない。

4社会鼎斃は8-2望働

御腹川には上水の取水日はないが、御陵川が合流した後の対ヽ1回 IIには君津広域

水道企業団の取水日が2ヵ所ある。また、朗 II流域では御胸 IIの河川水を灌漑用

水として利用しているが、事業実施区域に最も近い水田は事業実施区域から約2k皿

下流の君津市の福野集落北西側に分布している。なお、御腹川下流の取水堰は君

滓市末吉土地改良区が管理している力ヽ 上流側のものは個人が管理している。

漁業権IM側腹川には設定されていないぶ 小回 IIには設定されている。

御腹川には釣り、キャンプ場等のレクリエーション利用はみら僻まい。

御腹川には下水道の終未処理場、工場・事業場等は分布していないが、御腹川

支流の日出測 II水系にlま産業脚 勿最終処分場 υ黄墾りが設置されている。

5.法令による基準等は 8-2望 0
環境基準は、御腹川にA類型が指定されており、F嶋 IIにはB類型が指定され

ている。

また、「君津市,嶋II流域に係る水道水源の水質の保全に関する条例」により、

事業実施区_域lま、 れている。
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表 ll-3 環境影響評価結果の概要 ( 水底の底質 )
効
蕪

活動要素 謁 課 予測結果 環境保全措置 瓢 課 監視計画水

底

の

底

質

供用時

¶り,ァkl

1.水底の底質釧規 ф8-3望 )

○熔出量

溶出量の調麿結果は、全地点で参考に示した水質に係る環境基準を下回
る濃度を示している。

○含有量

含有量の調麿結果は、全地点でダイオキシン類は水底の底質に係る環境
基準を下回つており、総水銀、PCBについても、底質の暫定除去基準を下
回っている。

2騨 傾 8-3-7)

側 211には上水の取水回はない力＼ 御腹川が合流した後の,嶋 IIには君
津広域水道企業国の取水口が2ヵ所ある。また、往l腹川流域では御腹川の
河川水を灌漑用水として利用している力＼ 事業実施区域に最も近い水田は
事業実施区域から約2km下流の君津市の福野集落北西側に分布している。
なお、御 剣II下流の取水堰は君津市末吉土地改良区が管理しているが、上
流側のものlま個人が管理している。

漁業権イ罰とl月創
「
|には設定されていない力ヽ 内回 IIには設定されている。

御腹川には釣り、キャンプ場等のレクリエーション利用はみられない。
御胸

「「には下水道の終末処理場、工場 。事業場等は分布していない力ヽ
晒 キヽ支流の日出測 II水系には産業廃棄物最終処分場 儀黄墾リ カ瀧 さ
れている。

3法令による基準は 8-3-7)

ダイオキシン類対策特別措置法に基づき、水底の底賢の基準値が定めら
れている。

また、「底質の暫定除去基準引こより、水銀及びКBについて暫定除去基
準値が定められている。

1浸出水処理水の排水に伴う公共用水域での水底の底質
(重金属類等有害物質、有

―
の影響は 8-3-働

○予測地点 1

予測地点1の水質の予測結果は、生活環境項目等及び有
害物質等はすべて整合を図るべき基準を満足しているこ
と、この地点は浸出水処理水の放流先 (調査地点A)から
0.6血下流に当たり、流量も131倍になっているため事業
実施区域からの排水の影響は′lヽさくなっていることから、
水底の底質についても浸出水処理水の排水に伴う影響は小
さいと予測される。

○予測地点2

予測地点2の水質の予測結果は、生活環境項目等及び有
害物質等はすべて整合を図るべき基準を満足しているこ
と、この地点は浸出水処理水の放流先 醐査地点A)から
26血下流に当たり、流量も561倍になっているため事業
実施区域からの排水の影響イま)F常に小さくなっていること
から、水底の底質についても浸出水処理水の排水に伴う影
響は小さいと予測される。

○予測地点 3、 4
予測地点 3、 4の水質の予測結果は、生活環境項目等及

び有害物質等はすべて整合を図るべき基準を満足している
こと、流量も21.2～410倍になっているため事業実施区域
からの排水の影響は小さいことから、水底の底質について
も浸出水処理水の排水に伴う影響は小さいと予測される。

(a8-3-9)

・増設する浸出水処理施設の処理能力は、既存の処理施設
の稼働状況を基に余裕を持った施設とする。

・貯留構造物背面、埋立地法面小段部、埋立地底面の排水
機能を強化することによリチ早市層内に浸出水が滞留する
ことを防止し、ナ早市層内の準好気際 境を維持する。

・浸出水処理施設を設置し、「千葉県廃棄物処理施設の設
置及び維持管理に関する指導要綱」及び「君津市Ittfl
流域に係る水道水源の水質の保全に関する条例」に基づ
く排水基準値以下に浸出水を処理するとともに、「公共
用水域における水質の汚濁に係る蜘 を遵守する
ように,跡轄度を設定する。

・農業用水の利用がある地点では、「千葉県が示す水稲の
生育に対する水質汚濁の目安」を守ることを基本とし、
水稲の生育等に対する影響が生じないよう、灌漑期は放
濾 を避 ヨ麟 る。

・浸出水処理施設は、日常の維持管理を適切に行う。
・浸出水、放流水の水質を定ダ羽的な調査により監槻する。
・埋立地外周に側溝を設置し、埋立地内に周辺の雨水が流
入しないようにする。

1.環蜘馴雅湧運切に図られてt るヽかどう力榊 ф8-

3-10)

事業の実施に当たっては、
。増設する浸出水処理施設の処理能力は、既存の処理施設
の稼働獣況を基イこ余裕を持った施設とする

。貯留M背 面、埋立地法面小段部、埋立地底面の排水
機能を強化することによリナE日寸層内に浸出水が滞留する
ことを防止し、埋立層内の輸 隆環境を維持する

・浸出水処理施設を設置し、「千葉県廃棄物処理施設の設
置及び維持管理に関する‡酔裏弱網」及び「君津市/1「ヽ団 II

流域に係る水道水源の水質の保全に関する条例」に基づ
く

'切

襲鉾値以下に浸出水を処理するとともに、「公共
用水域における水質の汚濁に係る環境基準」を遵守する
ようにつ触 を題 る

。農業用水の利用がある地点では、「千葉県が示す水稲の
生育に対するアk負汚濁の目安」を守ることを基本とし、
水稲の生育等に対する影勤 生ヾじないよう、灌漑期は放
濾 を唖 る

。浸出水処理施設は日常の維持管理を適切に行う
。浸出水、放流水の水質を定期的な調査により監視する
。埋立地外周に側溝を設置し、ナ早立地内に周辺の雨水が流
入しないようにする

などの措置を講ずることから、対象事業に係る環境影響が
低減されていると評価する。

2肇合を図るべき基準と予測結果との比較の結果値8-3-
10)

浸出水処理水の排水に伴う公共用水域における水底の底
質の予測結果は、水質の予測結勲 ミ水質に係る整合を図る
べき基準を満足しており、水底の底質についても浸出水処
理水の排水に伴う影響は小さいと予測されることから、整
合を図るべき基準を満足すると評狙ける。
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環境影響評価結果の概要 (水文環境 )表 H-4(1)
監視計画評価結果環境保全措置予測結果

活動要素 調査結果
共修即夏目
。地下水位
。地下水水質

し 8望-50)

本事業で実施する靭 全措置として、埋

立地内の排水機能を強化し、保有水の場内で

の滞留を防よ 水位上昇が生じないようにす

る、瞳 地には遮水工を敷討 るとともに、

漏水検知システムを整備し、自己修復シート

を敷設することなどから対象事業に係る環境

影響が回避・低減されて、環境の保全につい

ての配慮d函ことこなされているものと評価す

る。

1計画段階で配慮した環境保全措置 い.8-4-

49)

。埋立地内の排水機能を強化し、保有水の場

内での滞留を防よ 水位上昇が生じないよ

うにする。

・埋立地底吉脱こは 8層、法面部には 7層の遮

水工を敷設し、土堰堤の内側法面、底面と

もに二重の遮水シートを敷設し、浸出水に

よる地下水の汚染を防止する。

・埋立地底部及び法面部にコ融漁俊知システム

を整備し、遮水シートの破損等を速やかに

把握する。

・遮水シー ト下部に自己修復シー トを敷設

し、漏水箇所を高分子ポリマーにより速や

かに修復させる。

・ナ甲寸1初期及び法面部に近いところでの埋立

作業は、遮水シートを破損しないように慎

重に行う。

・事業実施区域内では、涵養能力に関係する

森林の伐採が伴うため、造成森林、造成緑

地などにおける保水性の良好な樹種の植

栽、適正な樹林の管理等を施す等の対策を

図る。

2調査及び予測の結果に基づき講ずる環境保

≦≧雪旨橿皇lp.8-4-4(」 l

。福野地区の簡易水道水源に対する安全性を

確認するため地下水位及び地下水水質を監

視する。

1地下水涵養域の改変による地下水位の変化の状況儀

事業実施区域は、降水が地表面から浸透し地下水となる地下水

の涵養域である。この地域の地下水は自由地下水であり、概ね梅

ヶ頑層の北西～北北西の傾斜方向に沿つて流動し、谷・支沢に配

される局所的流動系を形成している。地下水面は、谷・支沢の底

面高より10m程度下にある。

事業実施に伴う改変の規模 (埋立地面働 イま8 5haであり、改

変 (掘削除去)される地層の厚さは最大 80mほどである。掘削除

去される十量は、ほぼ 230万ポである。掘削除去の対象となる地

層は、梅ヶ瀬層最上部層 (SsO層 、SsI層 )、 梅ヶ瀬層上部層

(Ss2層、AItl層)である。この改変は地下水涵養域の減少とな

る。この減少は埋立物を環境から隔離する遮水工の設置により、

埋立地が涵養域から流出域に変化することによって生じる。

事業実施区域及びその周辺区域に分布する梅ヶ瀬層最上部層及

び梅ヶ瀬層上部層に対する改変の規模は、事業実施区域周辺には

広く分布する梅ヶ瀬層の規模に対してごく小規模である。

埋立地造成に伴う涵養域の減少はその規僕が小さいことより、

局所的流動系として考えられる鞠囲の地下水位には影響をほぼ与

えないと予測される。したがつて、より広い範囲である中間的流

動系として考えられる範囲の地下水位にも影響を与えることはな

ヤヽと吾期刊さ孝化る。

2地形の改変による地下水脈の分断ф.8望 -4η

事業実施区域における地形の改変の内容についてイよ 前項に示

したとおりである。埋立地造成に伴う掘削が、地下水脈 (帯水

層)の分断をもたらす】対兄を図に示す。それらの想定地質断面図

には、蜘 の戯 は掘削によりMs2、 Ss2、 AI H、 MsI、 SSl、

MsO、 SsO層が分断されることが示されている。

事業実施区域から北へ約 1血 に福野衝易水道水源井戸 (局所的

流動系の範囲)がある。井戸深度から、取水している帯水層は悔

ヶ瀬層最上部層である。掘削に伴い梅ヶ瀬層最上部層 SsO層の一

部が分断されるが、分断されるのはSsO層の下部の一部である。

SsO層の分断の規模とSsO層の分布規模の比較により、SsO層下部

の一部の分所が福野簡易水道水源井戸の水位及び地下水質に影響

を与えることはほ討ょいと予測される。

さらに】陳1にある長者簡易水道水源井戸及び II谷 1号井上水道

水源井戸の取水している帯水層は、国本層の砂勝砂岩泥岩互層で

ある。地形の改変により分断される帯水層は上述のとおり梅ヶ瀬

層最上音【層であり、地形の改変が両水道水源井戸の水位及び水質

に影響を与えることはないと予測される。

北西方向に約 5k阻 以上離れた久留里地区の飲料用井戸等 (中間

的流動系の範囲)の帯水層は、国本層の砂勝砂岩泥岩互層及び梅

ヶ頑層最上部層である。地形の改変により分断される帯水層は上

述のとおり、梅ヶ瀬層最上部層 SsO層の下部の一部及びそれ以深

の帯水層であり、地形の改変がこの地区の井戸の地下水位及び地

下水水質に影響を与えることはないと予測される。

3.地下水の汲み上げによる地下水位の変化の状況し8望-4勧

事業実施区域内では、既設管I里ホ東における生活用水、管理道路

及び林道の散水として井戸水を活用している。井戸の吐出日はφ

25111illで あり、揚水量は最大 150れ/日程度である。今回の増設事

業においても、同程度の規模の井戸を追加整備する計画となって

いる。

既存の井戸の取水帯水層は、梅ヶ瀬層中部層である。追加整備

する井戸についても同一の帯水層で取水する。事業実施区域より

北側に分布している井戸の取水している帯水層は、国本層から梅

ヶ頑層最上部層であること、梅ヶ瀬層最上部層の下位にある泥岩

優勢層 lllsl層 、Ms2層、Ms3層 :各層とも厚さ約 10m)の難透水

8判望①
水

文

環

境

施工時

及び

供用時

1地形・士也質の状況 Φ 8-4-4)

(1)地形概況lp.8441

事業実施区域は小倒 IIの支流御腹川の最上流部に位置し、周辺に大福山 (標高 2963m)を

最高点とする標高 200mから300mの山並みが連なる上総丘陵にある。'爛H支流の水系が樹

枝状に発達し、著しい浸食作用のため、山並みの高さに比較して非常に急峻な V字谷を形成し

ている。また、斜面は多くのところで高さ数 10m以上の直立した崖を形成している。

確)地質概況債84①

<文献調査結果>
a舶 陵卿 儀84-勧

事業実施区域のある君津市南部の上総丘陵は、上総層群の分布する地域となっている。上総

層群は、新生代第二紀鮮新世から第四紀更新世中期に形成された地層で、砂岩、泥岩及び砂岩

泥岩互層からオ毒成され、13層に区分さイし
~(「

いる。

事業実施区域でlま梅ヶ瀬層が分布し、梅ヶ瀬層は主として砂岩優勢の砂岩・泥岩互層からな

るとされている。層厚は約 520mか ら580mと推定され、地質構造は、東北東―西南西の走向で

】ヒlこ 10か ら20° 傾く単斜構造とされている。

b,事業実施区域及びその周辺の地質状況ф.8望―Iじ

事業実施区域及びその周辺地域には、上総層群の大田代層、梅ヶ瀬層及び日本層が分布し、

さらに事業実施区域ゴ帥Jの久留里付近には、柿ノ木台層、長南層及び万田野層が分布してい

る。それらの地層の走向は南西―北東方向であり、傾斜I剖ヒ西である。梅ヶ瀬層は、岩相によ

り、上部層、中部層及び下部層の3つに細分され、またその上位の国本層鷺岩相により4つに

細分される。

<現地調査結果>
a蜘 辞Rは 8判―I鋤

事業実施区域には主に梅ヶ瀬層の上部層ん中郡層の砂岩・泥岩互層が分布している。

砂岩は単層の厚さ数 clll―数 10m以上と変化に富んでいる。主に中粒砂岩からなり、稀に細

粒砂岩を挟む。全体に淘汰良好で塊状だが、不明瞭な平行葉理やフレーム構造のような乱雄積

構造が認められる場合もある。

泥岩は単層の厚さ数 cm～数 皿であり、塊状均質であるが、稀に極細粒砂を混入する部分が

ある。

2.地下水の流動系の状況 lp 8-4-28)

(1),博鄭」露伏況慎 8-4-28)

<文献調査結果>
a関東地下水盆における水政地質構造 (p.8塁 -28)

事業実施区域が位置する上総丘陵には、新生代第二紀鮮新世から第四紀更新世中期に形成さ

れた砂岩、泥岩などの堆積岩で構成されている。これらの地層には、透水層と難透水層が幾重

にも組み合わさって構成され、地下水の容れものとなっている。この容れものは、関東地下水

盆と呼ばれている。

関東地下水盆の地弔時造は最下層より、中新統～鮮新統の三浦層群、上総層群、下総層群下

部及び下総層群上部層となっている。関東地下水盆の中心は、東京湾底の下部およそ 3,000m

以深に位置する。また、これらの地層群はそれぞれで地下水流動系を構成しており、東京湾に

向かって傾斜している。

関東地下水盆における上総層群中の地下水は、東京ガス田、船橋ガス田、千葉ガス田、茂原

ガス田などのように天然ガスを産出する。

b.関東地下水盆における地下水流動 Φ.8-4-28)

広域的流動系としての関東地下水盆の地下水位は、埼玉県南部で最も低く、多摩丘陵や上総

丘陵に向かって地下水位の高い地域が分布している。

事業実施区域及びその周辺でイ剖ヒ～】ヒ】ヒ西に向かって地下水位力Y氏くなっていることから、

事業実施区域及びその周辺を起点として流動方向をみると北～北北西へ流動している。この北

～北北西の流動は広域的流動 (関東地下水盆の中心 (埼玉県南書Dに向かう流勘)と考えられ

る。また、/1ヽ4匿ナ|1付近では周囲よりも地下水位紛低い状態であり、丘陵部から河川部への地下

水の流動が認められる。この流動は事業実施区域と万ヽl回 Iキ付近との関係からみると、数 k皿 の

距離関係があるので、中間的流動が生じていると考えられる。

事業実施区域は標高 200m程度の丘陵部に位置し、丘陵部を抱む標高 160m程度の御腸 |1及

びそれに流入する多数の枝沢から構成されている。事業実施区域における地下水の流動方向

は、梅ヶ瀬層の傾斜方向である北北西から北西を示すが、河川沿いの崖錐により不連続となる

箇所でイ剖可チflに向かって地下水が流出する。このように崖錐等の地形に規制される地下水流動

は局所的流動である。
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表 H-4(2)環 境影響評価結果の概要 (水 文環境 )

監視計画評価結果抑 置予測結果
調査結果活動肇

層が分布していることから、増設した井戸

周辺の地下水位をイ氏下させることはないと予測される。

4地下7督J用地点における地下7やk質の変化の状況ф.8立 -4勧

標高 200m以上の事業実施区域を一つの頂点とすると、「五

関東地下水盆における地下水流動Jに示した観点から、北北西方

向に位置する福野簡易水道水源井戸は局所的流動の範囲となり、

北西方向に位置する久留里地区の井戸は中間的流動の範囲とな

る。事業実施区域に賦存する地下水は地下水ポテンシャ
'助

ミ高い

ことから水文地質構造に規制されつつ、局所的流動と中間的流勘

により福野集落及び久留里地区へ向かつて流動する (東京湾に向

かう北西方向の嗣 。この流動は、想定地質断面図に示したよ

うに各地層を媒体とした流れである。

(ア)～ (ウ)においては地下水位及び地下水質に与える影響を

要因別に予測したが、ここでは埋立地と
'と

並 廃棄物を要因として

地下水利用地点における地下水水質の変化を次のように予測し

た。

埋立地の造成は掘肖1によりMs2、 SS2、 MsI、 Ssl、 MsO、 SSO層の

分断をもたらす。しかし、掘削による造成の後、埋立廃菜物を周

辺環境から隔離するために地層の分断面 (掘削面)は底面 8層、

法面 7層から構成される遮水工により覆われる。地下水の涵養源

である雨水lます里市中の廃棄申クリには接触するが、埋立地内で保有水

となり浸出水処理施設を通して跳 ヤこ排出される。また、増設事

業では地下水の保全対策を環境配慮方針として掲げている。保有

水の漏水を防ぐ対策の基本は、埋立地に保有水を貯留しないこと

である。第 I埋立地の保有水の滞水による温水を生じさせたこと

を踏まえ、第Ⅱ埋立地では埋立地内の排水機能を強化し、保有水

の場内での滞留を防ぎ、水位上昇が生じないよう改善策を講じた

(埋立容量の約 10%の場内貯留という排水強化策の効果を確認し

ている。増設事業は、その改善策を継承するとともに更なる強化

策を講ずる計画である。これらにより保有水が地下浸透すること

はなく、局所的流動であれ、中間的流動であれ地層を媒体として

地下水の利用地点に到達することはない。なお、掘削による梅ヶ

頑層最上部層 (SsO層 )の分断面は埋立地の夕暗隅こあたり遮水工

は敷設されないことになるが、この分断面 (掘削面)は厚層吹付

などを施して維持管理する。

以上より埋立地の造成が地下水利用地点における地下水水質に

影響を与えることはないと予測される。

の揚水が事業実施区域
水

文

環

境

施工時

及び

供用時

<現地調査結果>

層で透米脚 良いと評価した。

捨絲 懇 器 赫Ⅷ 継 温 群鵜 ま籐
水
霞楚1地昼系翌写ラ歩島跳瓦匡篤指石準「畠島鼻喜盈皇警&平成Z年 2月か押成あ年

1月までの1年間、地下水位観測を実施した。

Ⅲ与IJλ二自ま尉与津慧五誹s露母虚禦姦扉品 遂韮雷法幣軽峯基姑瑛畿イ建纂≦峯斯岸髯

あ

見隼糸位が観測さ離 3地点研 水の歌 鰈 押 成盟年 2月から耽 %年 1月 まで

の 1年間、月 1回、簡易測定した結果は下表のとおりである。

3.騨 は8望-3つ

枷)地下,め馳 ka規

潔 聯 懸理Pまボ 積紹 脚 綾 纏話

:専:ヨ与i;有:卓事そそξ:与をと言ξきξ阜拿争4:gi訴岳協璽七魯樟書乙岳
岩層と想定されている。

「地下水資料台帳データ」には、君津市で 85件、市原市で273件登録されている。

<竪
望巽亮笹姦嵩辺における地下水の不ll用 状況は、君津市役所への聞き取りや動 臨 時 祈

名 古 急摩 罐 鏡 飲料用の井戸が多く分布臥 水道水源井戸も多縮 誠 る。

帯ァ!く層地点名

梅ヶ朧 上縄 Ss2Nα l

降雨に降水量と連動

よ
No 2 梅ヶ瀬層上部層Ms2

た。梅ヶ瀬層上部層 AltiNo 3

梅ヶ瀬層中部層Ms3蕊、4

ている。なお、測定開始時期に水位の上昇は観測井
した水位変動を示し

梅ヶ瀬層上部層Al H'ヽo5

した水位変動を示し降雨によ

ている。No 6 梅ヶ瀬層上部層Altl

地点名
10mS/m たヽ。ヽlo 2

10mS/皿No 5

10～ 1∠
t』S/m馬_6

1ジ

。ゝ月
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表 1卜 5(1)環 境影響評価結果の概要 (騒音 )

監視計画予測結果 坤 言輛 糸課活動要素 調査結果

にv陶ヨ軸

221 本健画面鰯

2 群封道 籠野l 29

3 市原市道85号線 億朔 31

4 市原市道85号線 (醐 45

5 (保綱 醐 48

大協薄買目
・騒音レベル Q馬)

。建設機械の稼lttI状

況
・騒音レベル 鶴∂
・ピーク騒音レベル

lLttυ

。
7翔邑量、自動車走

礎
・ι卿覧保全措置の実

鵬 兄

1醐 絵 が適切に図られているかどうかの検討結果

側)建設機械の稼働に伴う騒音の影響 は8-5-2勧

工事の実施に当たっては、

・建設機械の使用に当たっては点検・整備を十分に行う
。建設機械の運転は丁寧に行い、空ぶかし等は行わない
。特定の日時に建設機械が集中しない稼働計画とする
。建設脚成は、l臨羅饗蛤減を使用する

などの措置を講ずることから、対象事業に係る環境影智んM氏

減されていると言肺 る。

(〕 資材等運鼎車両の走行に伴う道路凌逓購音の影響は辟5-

28)

工事の実施に当たっては、

・特定の日時に工事用資材の搬入が集中しない資材搬入計画

とする
。資材等運搬車両の走行に当たつては市原市道 85号線及び

君津市道沿道の集落内を走行する際には特に低速度走行を

行い、空ぶかし等をしないよう運転きに対し指導を徹底す

る
。君津市の福野地区及び市原市の石塚地区は、資材等運搬車

両の走行は一方通行とし、車両の走行の安全性を確保する

とともに沿道集落への騒音の影響の低減を図る

・日は 祝日は、原則として工事を行わない
。日曜、祝日は、原則として資材の搬入を行わない
。君滓市の福野地区、市原市の菅野地区及び石塚地区の道路

沿道の住宅の窓に防音措置を講じ、室内の著環境の保全を

図る

などの措置を講ずることから、対象事業に係る環境影響が低

減されていると言珈前 る。

2整合を図るべき基準と予測結果との比較の結果

“

)建設機械の稼働に伴う騒音の影響傾 8-5-2働

建設機械の稼働に伴う敷地境界の予測地点A及びBにおけ

る騒音レベル 儀5)はヽケ~ス 1の養老川自然歩道に近い場

所で工事をしている時期ではそれぞれ 60dB、 62dB、 ケース

2の建設機械の稼働台数が最大となる時ダ司ではそれぞれ

60dB、 61dBと予測され、いずれのケースも整合を図るべき

基準 (80dB)を満足している。また、予測地点Cの騒音レベ

ルは埋立帥 の稼働による騒音であり、君中

の特定作業騒音に係る規制基準が適用される場所であるが、

予測値はこの整合を図るべき基準 (60dB)を満足している。

また、養老lll自 然歩道 (予測地点A)における等価騒音レ

ベル Q熊∂は、両ケースとも 55dBと予測され、整合を図る

べき基準を満足している。

確)期 両の走行に伴う騒音の影響値 8-5-291

資材山 の走行に伴う騒音レベルの予測結果は、予

測地点 1、 5、 6では整合を図るべき基準を満足している

が、予測地点2、 3、 4では基準を超世している。予測地点

2、 3、 4においては、道路沿道の民家の窓に防音措置を講

じ室内騒音レベルの低減を図ることから、資材等運搬車両の

走行に伴う著しい影響を及ぼすことはないものと評価する。

また、資材等運搬車両のピーク騒音レツWレの予測結果は、

最大値の場合は予測地点1～ 4で整合を図るべき基準を超え

ている。なお、2番目のピーク騒音レベルでは地点 3、 4が

整合を図るべき基準を超えている。資材等運搬車両の走行に

当たつては菅野集級 つ蠣野集落内を走行する際には特に低

速度走行を行い、空ぶかし等をしないよう運転者に対し指導

を徹底すること、予測地点 2、 3、 4においては、道路沿道

の民家の窓に防音措置を講じ室内騒音レベルの低減を図るこ

とから、著しい影響を及ぼすことはないものと評価する。

2)ケース1:淑菌功羽初ミ自然歩道に近い時期

ケース2:建設機械の稼働台数が最大となる時期

2)予測騒音レベル|よ 数値が高い方の道路端の値を示す。

注 1)予測値は民家、保育園での値である。

2)ピーク題曽レrψレイ潮麟彰競り節 走繍町聞静の高い値から3例を示した。

予測値 ldB)
予測地点 予沢噸 目

ケース1 ケース2
整合を図るべき基準

A 60

B 62 61

著しい影響を及ぼさ

ないこと

GO dB以下 (LA9)

60 dB以下 (L10C

期
日輛 鍋譜
レ冷シレlLA∂

A
翻 ||

自″乾煽道
鯛 譜 レ

～
レ(I翔

55

著しい影響を及ぼさ

ないこと

G5dB以下 C耐 )

予測随点
予測騒音レベル

lLAPa)ldB)

整合を図るべき

騨

1 的 靴 59

2
隷
鮨野l

63

3
市原市道85号線
(醐 62

4
市醐 85号線

l菅野′l

5
蜘
(術鞘耐D 58

著しい影響を及ぼさない

こと

GOdB以下し籠∂)

6
国道465号

綿ヶ山奇l

63 70dB以下

予測ピーク騒音レ Wレ

鴫 )    (du3)予測地点

① ② ③

整舎を図る
べき基準

81 751 申

2
離
籠動

83

843
市原市道 85号線

(翰

4
市購 85号線
(醐 83 82

著しい影響
を及ばさな
ヤヽこと

偲OdB以下

lし航紛)

5
柳
(鉤 64

8-5-17,29)

と同じ場所。

1 時間帯ヤよ 昼間 (6時～22時)。

傾

1)養老lli自然歩道の予測地点A′よ

2資材等運搬車両の走行による影響

(1)等価騒音レベル

(2)ピ

1計画段階で配慮した環境保全措置 は辟

5-2①

O建設機械の稼働に伴う環境保全措置
・建設機械の使用に当たっては点検・整備

を十分に行う。

・建設機械の運転は丁寧に行い、空ぶかし

等は行わない。

・特定の日時に建設機械が集中しない稼働

計画とする。

・建設機械ヤよ 低騒音型機械を使用する。

O資材等運搬車両の走行に伴う環境保全措

置
・特定の日時に工事用資材の搬入が集中し

ない資材搬入計画とする。
・資材等運搬車両の走行に当たっては市原

市道85号線及び君津市道沿道の集落内を

走行する際には特に低速度走行を行い、

空ぶかし等をしないよう運転者に対し指

導を徹底する。
・君津市の福野地区及び市原市の石塚地区

は、資材等運搬車両の走行は一方通行と

し、車両の走行の安全性を確保するとと

もに沿道集落への騒音の影響の低減を図

る。
。日曜、祝日は、原則として工事を行わな

ヤゝ。
・日曜、祝日は、原則として資材の搬入を

行わない。

2調査及び予測の結果1部 と講ずる環境

や黒とこ名営握竪い.8-52①

・君津市の福野地区、市原市の菅野地区及

び石塚地区の道路沿道の住宅の窓に防音

措置を講じ、室内の音環境の保全を図

る。

騒

　

音

6 団道465号 縮ヶ崎l 50

施工時

採・づ吐
又は盛
土・資材
又lま′'納
の選朝雅
仮設工

事 。基礎
工事・施
設の設置
工事l

錦 レ″ベリレ偽∂ (dBl

昼間 夜間
司鼈 珀 点

白露労載∋ 45 39A 期 |

48 38B 嘉胡雙翔界 0ヒ東l

54 48C 鋤 界 (欄

1翻 式況

(1,】穀懇聞雪傾85-7)

敷地境界における等価騒音レベル Ю鴫υは、調査地域には典曳基準は設定

されていないため参考にA類型の基準値 (昼間 :55dB以下、夜間 :45dB以

下)と比較すると、全地点で基準値以下の値となっている。

また、時間率騒音レベルの90%レンジ上端値 銑5)はヽ君津市環境保全条

例の作業騒音に係る規制基準値 (朝 i55dB以下、昼間 :60dB以下、夕 :55dB

以下、夜間 :50dB以下)を全地点で下回つている。

(2)進釧名雰u邑屈笥封lp 8-5-9)

道路交通騒音は、調査地域には兵斃基唯が設定されていないため参考に道

路に面する地域のうち「A地域のうち 2草線以上の車線を有する道路に面す

る地域」の基準値 (昼間 :60dB、 夜間 :55dB)と比較すると、調麿地点 1～

5では基準値以下の値となっている。調査地点6の国道 465号 (稲ヶ崎)は
幹線道路の特例の環境基準 (昼間 :70dB、 夜間 :65dB)を満足している。

司踏 地 煮
レrジレ ldBl

昼間 夜間

1 申 59

2 隷 醐 54

3 市原市道85号線 衛弱 46

4 市廠欄豊85号線 (智動 59

5 蜘    (鰯嗣 51

6 目道465号 縮ヶ峨 60 47

(3)ピーク購 レベルф.8-5-H)

廃棄物搬入車両の走行時におけるピーク騒音レベル 色紳 は、最大値は

調査地点1●鰊 面醐 の95dBである。

2.自勇催H交捉饉警寺互刈肉兄 lp 8-5-12)

時間率騒音レベル 輪O ldBl

夜間昼間 夜間 昼間
隷

3087 38A 期     (自 禦J載∋
2932 42B 効     (引 bp
4141 54 45C 敷地境界 l南東l

自動庫攻琵達蚤(台/24嘲

大型車

合計′l韓
報

働

搬入車両

調査地点

12843 0 851 的

32 4 612 群 れ萱 籠動
8 0 1193 市原市道 85島線 循卵 111

30 8484 市原市道 85号線 (翻 293

18 1885 ル饉朔酪記(偽鞘 ]付過 120

98 150 1,8566 回道465号 鶴 ヶlttl 上608

夕 :19～22蠍 夜間 :22～6時

(2)自動車走行速度債 8-5-13)

日

D朝 :6～8瞭 昼間 :8～ 19

注)昼間 :6～22時、夜間 :22～ 6時

イリ 昼間 蠍 夜間 :22～ 6

8-5-12)

11-10




